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大井町施策評価シート 【 2022 年度】

【施策評価】
施策CD 4-9-31

記入日 令和5年6月14日

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ９．環境 施策

担当課

生活環境課

位置付

第１次実施計画 2021～2023 109

施策の方向
（全体）

太陽光発電などの再生可能エネルギーの有効活用等を推進し、環境負荷の低減に取り組みます。
また、廃棄物の適正処理や廃棄物の減量化、再資源化に取り組むとともに、広報などを通じた廃棄物問題に対する意識の
啓発と発生抑制を推進します。

重点施策

施策 ３１．低炭素・循環型社会 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025 掲

載

98

決算額 2,656

地球温暖化対策の推進 B
施策貢献度 改善の必要あり

進捗状況 やや遅れている

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 31-1 生活環境課 事業評価 予算額 2,995

52,919

廃棄物の減量化と再資源化 A
施策貢献度 良好

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価

調査により町内の導入可能な再生可能エネルギーを把握し、地球温暖化対策実行計画策定の準備を進めた。環境基本計
画ワーキンググループの会議の開催により、公共施設における温室効果ガス排出量の状況と課題を庁内で共有するととも
に、地球温暖化に関する庁内研修を開催し、職員の環境意識の向上を図った。しかし、公共施設における温室効果ガス排
出量は昨年度と比べ増加した。

事業名

事業CD 31-2 生活環境課 事業評価 予算額 57,336

3

事業名

事業CD 31-3 生活環境課 事業評価 予算額 122,385

決算額

2

決算額 122,260

廃棄物の適正処理 A
施策貢献度 良好

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
段ボールコンポストの無料配布や剪定枝の戸別収集を引き続き実施するとともに、広報等でごみの分別の徹底を呼びか
け、廃棄物の排出量を減らすことができた。

0

資源循環に関する意識啓発 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
引き続きあしがら上地区資源循環型処理施設整備調整会議において、広域のスケールメリットを活かした処理方法や新し
い処理施設の建設に向けた検討を進めるとともに、足柄上地区循環型社会形成推進地域計画を策定し、環境省の承認を
得ることができた。

事業名

事業CD 31-4 生活環境課 事業評価 予算額 0

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
昨年に引き続き、広報に「ごみ減量大作戦！」と題して、ごみの減量化や再資源化への取組みに関する記事を２４回掲載し
た。

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

事業評価

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

予算額合計 182,716 決算額合計 177,835

決算額

施策貢献度

進捗状況



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

施策目標

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 公共施設における温室効果ガス排出量 1784.3ｔ 1524.8ｔ 1693.3ｔ 1874.4t

生活環境課 一人１日当たりのごみ総排出量 867ｇ 779ｇ 849ｇ 818g

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価
大井町環境基本計画に基づき、各種補助金制度の導入により再生可能エネルギーの有効活用等、環境負荷の低減に取
組んだ。また、広報等によりごみの出し方や分別収集の徹底など、廃棄物の排出量削減に努めた。

施策の今後の
方向性

資源循環型社会の形成に向け、引き続き再生可能エネルギーの利用拡大や省エネ行動の実践啓発など新たな工夫・施策
等を導入し、効果的に進める必要がある。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 地球温暖化対策の推進 予算額

地球温暖化対策実行計画策定において、温室効果ガス削減に向けた具体的な施策を導入し、公共施設における温室効
果ガス排出量の目標達成と町内全体の脱炭素化に向けた効果的な取組を行う。

2

事業名 廃棄物の減量化と再資源化 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 追加の取組み

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

引き続き廃棄物の削減と再資源化を図るため、ごみの出し方がわかる新たなツールの導入を進めるとともに、プラスチックに
係る資源循環の促進等に関する法律に基づくプラスチック使用製品廃棄物の分別収集・再商品化への取組みを進める。

事業名 廃棄物の適正処理 予算額 拡大 一次評価を支持する

引き続きあしがら上地区資源循環型処理施設整備調整会議において、広域のスケールメリットを活かした処理方法や新し
い処理施設の建設に向けた検討を進める。

4

事業名 資源循環に関する意識啓発 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 その他 追加の取組み

3

今後の方向性 人員

人員 現状維持 一次評価を支持する

資源循環型社会の形成に向け、引き続き、町広報誌やホームページのほか町公式SNSを活用した情報発信による周知・啓
発を継続し、資源化の推進とごみの排出量の一層の削減を目指すとともに、町民の環境問題とリサイクルの必要性につい
て、意識啓発及び行動を促すための周知・啓発にもこれまで以上に取組む。

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7
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大井町施策評価シート 【 2022 年度】

【施策評価】
施策CD 4-9-32

記入日 令和５年６月１４日

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 9.環境 施策

担当課

生活環境課

位置付

第１次実施計画 2021～2023 115

施策の方向
（全体）

きれいで環境への負荷が少ない生活環境の実現を町ぐるみで取り組むとともに、本町の豊かな自然環境を将来の世代へ
継承するため、自然環境の理解と保全に取り組みます。

―

施策 ３２．環境共生 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025 掲

載

100

決算額 4,060

環境汚染の防止 B
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 32-1 生活環境課 事業評価 予算額 4,060

978

環境の美化 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
主要水路の水質環境維持監視や剪定枝の回収による野焼きの防止による環境汚染への防止は図られているが、自動車利
用の抑制については十分周知できなかった。

事業名

事業CD 32-2 生活環境課 事業評価 予算額 1,374

3

事業名

事業CD 32-3 生活環境課 事業評価 予算額 6,260

決算額

2

決算額 4,617

自然環境の保全 A
施策貢献度 良好

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
環境パトロールを実施することにより、不法投棄の早期撤去による二次投棄の防止や発生抑制につながっている。
また、ペットの排泄マナー看板等を無料配布することで、ペットの糞尿の放置抑制につながっている。

129

環境問題等の情報発信 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価 整備等委託により、森林の持つ水源涵養等公益的機能の向上を図ることができた。

事業名

事業CD 32-4 生活環境課 事業評価 予算額 252

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
環境展を3年ぶりに開催し、環境保全のための新技術の紹介、環境に配慮した商品の紹介、ごみなどの環境問題の現状紹
介など23団体に出展してもらい、町民の環境意識の向上に努めた。また、次世代を担う子ども達に向けた環境教育のため
の「子どもエコ・スクール」も3年ぶりに開催することができた。

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

事業評価

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

予算額合計 11,946 決算額合計 9,784

決算額

施策貢献度

進捗状況



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

施策目標

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 剪定枝破砕処理事業の推進（剪定枝収集量ｔ） 122t 120t 126t 116t

生活環境課 広報掲載件数 12件 12件 12件 12件

生活環境課 地域水源林整備事業の推進（対象森林整備率） 44% 100% 47% 59%

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価
将来を見据え、人と自然が良好な環境のもと共生していくための事業が広範にわたり展開されているが、更なる創意工夫に
より町民への関心を高めていくことが必要である。

施策の今後の
方向性

今後は時代の趨勢にも注視しながら、事業担当課として考えるそれぞれの事業における改善点等に対しても、さらなる比重
をもって取組み、将来につながる良好な環境共生社会の構築に努められたい。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 環境汚染の防止 予算額

徐々に高まってきた成果を継続しつつ、具体的で効果的な方法により自動車の利用規制の抑制を図る。

2

事業名 環境の美化 予算額 拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

不法投棄をさせないために、監視カメラやフェンスの設置など具体的な方法をもって、環境美化の推進を図る。

事業名 自然環境の保全 予算額 現状維持 一次評価を支持する

自然環境の保全にあたり、引き続き森林の水源涵養等公益的機能向上を図るための事業を推進する。

4

事業名 環境問題等の情報発信 予算額 拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し

3

今後の方向性 人員

人員 現状維持 一次評価を支持する

環境展や子どもエコ・スクールの事業内容の充実や効果的な情報の発信により、多くの町民が環境問題等への関心を高め
られる事業展開を図る。

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7
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大井町施策評価シート 【 2022 年度】

【施策評価】
施策CD 4-9-33

記入日 令和5年6月14日

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 9.環境 施策

担当課

生活環境課

位置付

第１次実施計画 2021～2023 120

施策の方向
（全体）

生活排水・し尿処理施設の維持・管理とともに、施設の適切な運営を推進します。また、広域斎場の安定的な運営管理を進
めます。

―

施策 ３３．生活衛生 計画
第６次総合計画（前期）

期間
2021～2025 掲

載

102

決算額 11,334

生活排水・し尿の適正処理 B
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 33-1 生活環境課 事業評価 予算額 11,921

6,998

広域斎場の安定した管理運営の推進 A
施策貢献度 優良

進捗状況 順調に進んでいる

事業評価
広報やホームページを活用した「合併処理浄化槽維持管理補助制度」の周知を行うことで、新規申請につなげることができ
たが、全体の申請件数としては、前年度と比較して減少した。

事業名

事業CD 33-2 生活環境課 事業評価 予算額 7,899

3

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

2

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価
引き続き管理執行委託をし、定期的な連絡会議への参加や火葬炉改修工事の協議を行うことで、小田原市斎場の適正な
運営に努めた。

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

5

事業名

事業CD 事業評価 予算額

決算額

4

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

決算額

施策貢献度

進捗状況

事業評価

事業名

事業CD 事業評価 予算額

事業評価

7

事業名

事業CD 事業評価 予算額

6

事業評価

予算額合計 19,820 決算額合計 18,332

決算額

施策貢献度

進捗状況



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

施策目標

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021 2022 2023 2024 2025

生活環境課 生活排水関連水質異常件数 0件 0件 0件 0件

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

総合評価

合併処理浄化槽維持管理補助制度は、広報やホームページを活用した周知により新規申請につなげることが出来たが、
前年度と比較して申請件数が減少した。
また、広域斎場については、定期的な連絡会議への参加や火葬炉改修工事の協議を行うことで、小田原市斎場の適正な
運営に努めることができた。

施策の今後の
方向性

合併処理浄化槽維持管理補助制度については、申請者情報を活用し未申請者の洗出しを行うとともに適正管理が促進さ
れるよう周知を行うこと。
また、広域斎場については、引き続き、適正な運営が行われるよう努めること。

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し 人員 現状維持 一次評価を支持する

良好

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

個別提言

1

事業名 生活排水・し尿の適正処理 予算額

単独浄化槽等から合併処理浄化槽への転換が図れるよう補助制度の策定を検討するとともに、合併処理浄化槽維持管理
補助制度について、申請者情報を活用し未申請者の洗出しを行うとともに適正管理が促進されるよう周知を行うこと。

2

事業名 広域斎場の安定した管理運営の推進 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

今後の方向性 人員

人員 現状維持 一次評価を支持する

広域斎場については、定期的な連絡会議への参加を通じ、引き続き、適正運営が行われるよう努めること。

事業名 予算額

4

事業名 予算額

今後の方向性

3

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

6

事業名 予算額

今後の方向性

5

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

7
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大井町施策評価シート 【 2022 年度】

【施策評価】
施策CD 4-9-34

記入日 令和5年6月8日

柱 ４．将来を見据えた社会基盤と環境のバランスがとれたまち
分野 ９．環境 施策

担当課
地域振興課、都市整
備課、生活環境課位置付

2021～2025 掲
載

104

第１次実施計画 2021～2023 122

―

施策 ３４．公園・緑地 計画
第６次総合計画（前期）

期間

施策の方向
（全体）

子どもから高齢者まで幅広く利用できる身近な公園としての活用を検討するとともに、地域住民の協力を得ながら公園の維
持管理を行います。
また、酒匂川沿い散策路・せせらぎづくり事業において整備した水路や散策路、ひょうたん池、水辺の広場、菖蒲園をはじ
め酒匂川堤防道路や優良な農地や自然豊かな景観を活用し、子どもから高齢者まで幅広い町民の皆様に親しんでもらえ
る空間を創出するため、自然観察や健康づくりのフィールドとして日常的な利用促進につなげます。
さらに、「おおいゆめの里」は、引き続き、里山の風景、自然環境を保全しながらボランティア団体と協働により下草刈り、植
栽、樹木管理を行うとともに、来場のインセンティブを確保する特色ある施設整備に向けた検討を行います。

＜個別評価＞

1

事業名

事業CD 34-1 地域振興課 事業評価 予算額 17,214 決算額 17,210

「おおいゆめの里」づくりの推進 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価 花木園等の管理委託とボランティア団体の協力により景観等の管理を行い、里山再生に向けた取組みを進めた。

2

事業名

事業CD 34-2 都市整備課 事業評価 予算額 17,829 決算額 17,591

公園の管理・活用 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
管理協定を結んでいる自治会やNPO法人との協働による日常的な維持管理を行うと共に大井中央公園では専門的分野に
おける管理業務を業者に委託し公園施設を適切に管理することができた。

事業名

事業CD 34-2 地域振興課 事業評価 予算額 2,900 決算額

3

事業名

事業CD 34-3 生活環境課 事業評価

事業評価
丘陵地西側斜面緑地については、管理ができている。
地域緑化制度の推進については、助成団体の協力の継続及び植栽場所の増によって、より公共用地等の緑化を促進する
ことが出来た。

2,824

2

公園の管理・活用 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

事業評価
イベントにおいては「神奈川大井の里体験観光協会」に委託し、民間活力を導入することで、より効果的に地域の魅力発信
が行える内容で事業を実施した。「せせらぎの郷花菖蒲園」においては、作業効率の改善を図り事業を実施した。

事業評価

予算額 386 決算額 380

緑地の保全管理 A
施策貢献度 適正

進捗状況 おおむね順調に進んでいる

5

事業名

事業CD 事業評価

事業評価

予算額 決算額

施策貢献度

進捗状況4

事業名

事業CD 事業評価

予算額 決算額

施策貢献度

進捗状況

予算額合計 35,429 決算額合計 35,181

予算額 決算額

施策貢献度

進捗状況6

事業名

事業CD 事業評価

事業評価



［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

2022 2023 2024 2025

都市整備課
地域振興課

官民連携事業数 1件 3件 1件 3件

施策担当課 指標 現状値 目標値 2021

一次評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

施策目標

総合評価

（優良／良好／適正／改善の必要あり／抜本的な見直し）

適正

進行管理

（順調に進んでいる／おおむね順調に進んでいる／やや遅れている／遅れている）

おおむね順調に進んでいる

＜二次評価＞

総合評価
５月にグランドオープンした大井中央公園に象徴されるように、各事業とも順調に進んでおり、施策貢献度も適正である。ま
た、民間事業者やボランティア団体、自治会などと連携した事業展開が進められ、より効果的に施策の方向に沿った取組
みがなされている。

施策の今後の
方向性

大井中央公園をはじめ、子どもから高齢者まで幅広く利用できるフィールドとして、より有効な活用を進めること。また、施設
全般を通じて、公助、共助の適切なバランスを保ち、将来にわたり過度な財政負担が生じないよう引き続き計画的な維持管
理に努めること。

個別提言

1

事業名 「おおいゆめの里」づくりの推進 予算額 拡大 一次評価を支持する

今後の方向性 内容見直し

一次評価を支持する

今後の方向性 その他 適正管理の充実 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

里山再生に向けた協働による取組みを進め、良好で魅力的な自然環境の維持・管理に努めること。

事業名 公園の管理・活用　（都市整備課） 予算額 拡大

引き続き効率的な維持・管理に努めるとともに、安全性の確保と適切な樹木管理により快適な環境づくりを進めること。

2

事業名 公園の管理・活用　（地域振興課） 予算額 現状維持 一次評価を支持する

今後の方向性 現状維持

2

今後の方向性 現状維持 人員 現状維持 一次評価を支持する

人員 現状維持 一次評価を支持する

身近に自然に親しめる空間として、民間の知恵や活力をできる限り活かしながら保全・活用に取り組むこと。

事業名 緑地の保全管理 予算額 現状維持 一次評価を支持する

引き続き、緑地の保全と緑化の促進を図り、良好な環境・景観形成に取り組むこと。

5

事業名 予算額

今後の方向性

4

今後の方向性 人員

人員

事業名 予算額

人員
7

事業名 予算額

今後の方向性

6


